
　学校を紹介
するスクール
ナビ。第３回
目は、安城東
部小学校です。
今年１００周年
を迎える市内

６小学校のうちの１校です。本
館の南には、東京大学理学部附
属植物園から分枝された「ニュ
ートンのリンゴの木」や、噴水
とウッドデッキを備えた「遊水
王国」があり、観察の場、憩い
の場となっています。
　東部小学校では、地域の人た
ちの協力のもとに、さまざまな
活動に取り組んでいます。クラ
ブ活動や親子ふれあい活動、郷
土の日の活動などです。クラブ
活動では、三河万歳、茶道、琴、
手品、フラワーアレンジの各ク

ラブで、地域の人を講師に招き
指導してもらっています。
　また、毎年６月に実施される
親子ふれあい活動では、魚とり、
和太鼓、竹細工などの講座を開
き、親子で参加する講座を選ん
で、一緒に活動しています。「去
年のふれあい活動では竹細工に
挑戦しました。ぼくの作ったパ
ラシュートを空に向かって高く
投げて、ひらひら落ちてくるの
が面白かったです。できれば、
今年も竹細工をしたいと思いま
す」など、児童は今年の活動を
楽しみにしています。

　郷土の日は、各学年で実施日
を決め、学区の史跡や遺跡を見
学して回ったり、地域の歴史研
究家や古老から話を聞いたりし
ています。昨年度の６年生は、
自分たちで調べた郷土の史跡や
文化財についてまとめて、Ｗｅ
ｂページを作成しました。学校
ホームページで誰でも見ること
ができます。児童からは、「ほか
の学校の人や、地域の人に見て
もらえるといいなと思います」
という感想がありました。今年
はどんな取り組みをするのか、
今からみんな期待をしています。
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東京都江戸川区小岩　
　私のふるさ
とは東京都江
戸川区小岩で
す。寅さんで
有名な葛飾柴
又と隣接する
下町です。就
職して愛知県
へ引っ越してきて５年たちます。
「ふるさと紹介」としてすぐ頭に
思い浮かぶキーワードは、小松
菜、善養寺、栃錦です。小松菜
は江戸川区が原産。江戸時代に
江戸川区の小松川地区に将軍吉
宗公が鷹狩りに訪れ、献上され
た青菜を、地名から小松菜とし
たそうです。そのため、今でも
スーパーで小松菜を見ると少し
懐かしい気がします。またこの
小松川地区の高校を卒業してい
るので、高校時代の思い出もあ

わせてよみがえります。
　善養寺には 影  向 の松と呼ばれ

よう ごう

る観光スポットがあります。松
の大きさが日本一と小学校の時
の遠足で教わった記憶がありま
す。ここはぜひお勧めしたいス
ポットです。
　大相撲の第４４代横綱栃錦は江
戸川区の出身です。私の実家の
最寄り駅ＪＲ小岩駅には栃錦の
銅像があり、子どものころから
毎日のように見ていたので親し
みがあると同時にちょっとした
自慢です。
　「ふるさと」とは山があって
田んぼがあって自然が沢山あ
るところかな、と実家を離れ
るまでは思っていました。で
も小岩には山も自然もありま
せん。今回、この文章を書き
ながら、小岩には私のことを

いつも思ってくれる両親、小さ
いころから知っていてくれる近
所の人や商店街の人たち、そん
な人たちがいるところが「ふる
さと」だと思いました。いつの
日か自分が家族を持って、その
土地に根付いた生活をして、そ
んな人々に囲まれる生活をおく
れたら、そこが「ふるさと」にな
るのではないか、と考えます。
安城を「ふるさと」と呼べる日が
来たらすてきです。

山口　毅さん（東新町）

三三河河万万歳歳ククララブブ 郷郷土土のの日日

市市内内唯唯一一、、ニニュューー
トトンンののリリンンゴゴのの木木

影影向向のの松松

　安城市内の町を巡る町内探検隊。
　先月、隊員のもとに『根崎町で
５０年か１００年に一度の大祭がある
らしいよ！』という情報が入りま
した。よく聞いてみると、それは
『根崎八幡神社 仮  殿  遷  座  祭 』のこと

かり でん せん ざ さい

でした。寛永１５年に創建されたこ
の神社で、本殿を覆う 覆 

おおい

 殿 の老朽
でん

化のため、改築計画が進んでいる
とのこと。工事が始まる前に、本
殿から 仮  宮 に神様を 遷 す神事が、

かり みや うつ

日没後に行われるのでした。
　５月４日。宵闇の静けさの中、
白装束に白手袋、 面覆 をした人々

ますく

が無言で歩く姿を見ることができ
ました。 松  明 や 白 

たい まつ はく

 杖 
じょう

を持つ人、 切 
きり

 麻 （布・麻・紙）をまきながら歩く
ぬさ

人、音（声・雅楽の演奏曲）を出し
ながら歩く人。ご神体の前後で約
９０人の男たちが２列に並び、いっ
たん大鳥居を出て、近くを１周し
て戻ってきました。
　一種異様な空間。町内から集ま
ってきた人々も、始めはなんとな
くざわざわとしていたものの、行
列が進むにつれ、その 厳 

おごそ

かな雰囲気に飲み込まれ、
静まり返っていました。
　改築が順調に進めば、
来年の１１月ごろには、本
殿遷座祭（今の仮宮から
新しくなった本殿に安置
するための神事）を行え
るだろうと関係者は期待
しています。本殿遷座祭

は、今回の
仮殿遷座祭
より、もっ
と大きなも
のになるそ
うです。
　町内にはまだまだ不思議なこと
やおもしろいことがありそうでし
たが、今回はここまで。機会があ
ればまた訪れてみたいと思いまし
た。
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「わたしの望遠郷」「元気っ子アルバム」コーナーでは、皆さんからの投稿をお待ちしています。
わたしの望遠郷 ▼皆さんの出身地を紹介　元気っ子アルバム ▼皆さんのお子さんを紹介
申し込み方法など詳しくは、電話で秘書課広報広聴係へ。

今月の舞台　根崎町

　車と電車が大好きなぼくたち。
ケンカもたまにするけれどとっ
ても仲良しです。早く２人でた
くさんおしゃべりしたいな。
お父さん： 詠  二 さん

えい じ

お母さん： 貴  子 さん（御幸本町）
たか こ

　 天  池  泰  梧 くん（１歳・左）
あま いけ だい ご

　　　 勇  翔 くん（１歳）
はや と

　ぼくは、お風呂が大好き。
シャンプーハットをして髪を洗
ってもらうんだ。パパと入るお
風呂は楽しいよ。
お父さん： 洋 さん

ひろし

お母さん： 利  恵 さん　　（南町）
り え
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）
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ょ
う

　はじめまして。たいちです。
乗り物とすべり台が大好きな２
歳です。親友のしまじろうと一
緒に、はい、ポーズ！
お父さん： 道  行 さん

みち ゆき

お母さん： 尚  子 さん　（住吉町）
なお こ
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根根崎崎八八幡幡神神社社覆覆殿殿

話話ををおお聞聞ききししたた
鈴鈴木木ささんん（（左左））とと石石原原ささんん

仮仮殿殿遷遷座座祭祭のの様様子子


